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現在の土地

減少する面積

01.はじめに　　
　現在では個人が社会と直接接続できるようになった

が、学校や職場、家族などの帰属集団自体には大き

な変化がみられず、その結果社会とのつながり方はあ

まり変わっていない。学校へ行く、職場へ行くといった

生活行為そのものが社会とのつながりなのではなく、

個人が社会とつながるためのプロセスこそ、個人と社

会のつながりの本質であるといえるのではないか。

　本建築を設計するにあたって、「共有減歩」の考えを引用する。集合住宅の

専有部を拡張し、少しずつ個人の領域を出し合うことで共有部を形成してい

く。共有減歩とは、事業に必要な土地を、区画内の所有者が公平に出し合うこ

とで、道路や公園などの公共用地を確保・充実させる仕組みである。共有部を

つくるための「専有部の提供」という行為は、集合住宅という社会への貢献でも

ある。この時点で既に、新たな個人と社会の関係値が生まれている。

　本設計では、集合住宅いおける「個人と社会のあいだ」すなわち「集まって住

む」ことによりうまれる「共有部」に着目し、新たな個人と社会の在り方を示す。

住民たちは、気が付かないうちに少しずつ小さな社会に貢献し、社会とのつな

がり方を知るのである。そして様々な共有部を通じ、今よりも多様で自分らしい

社会とのつながり方を選択することができるようになる。

03.公共減歩の引用　　

社会へのつながり方に溢れる住まい

02.自分らしいつながり方
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路面電車の路線に面する軒下空間
は路面電車をまつ人たちも利用で
きる
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て遊んだり勉強したりでき
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個人の庭でありながら
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庭へと変化していく

雨をしのぐことのできる半
屋外スペースでは雨天時も
様々な活動で溢れる

分別家が管理するへた地
のゴミステーションは集
合住宅とは不可分の関係
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別　紙
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【コンセプト解説】

公益財団法人乃村文化財団
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園芸家が育てる植
物が建物全体を巡
る

室内に表れた梁は
インテリアの一部
として活用される

演奏家の奏でる音によ
り共有空間が舞台へと
変化する

風通しの良い洗濯
家のスペースは住
民たちの交流の場
となる

各住居の共有部が重なり
住民以外も利用できる多様
な軒下空間が生まれる

企画家の壁が芸術家のキャ
ンバスになるなど空間同士
に様々な関係が生まれる
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　この集合住宅には〇〇家が暮らしている。〇〇

家という言葉は、建築士と建築家が違うよう、〇

〇士は資格の有無を指すのに対し、〇〇家は自

分自身の生き方を指す。住民はある〇〇家とし

て自分自身に合った空間の住居を選び、社会と

つながる場として利用したり、異なる空間的特徴

を読み解きながら、社会とつながる方法を模索し

〇〇家として社会と関わることができる。

　14人の生き方が反映された共有部は、集合住

宅全体に反映するもの、地域の人を巻き込むも

の、収入につながるもの、自己表現をするものな

ど様々である。

風 景 家

観 察 家

企 画 家

園 芸 家

共有部が庭のような外部空間をもつ。
個人の庭であるのと同時に建物全体の

庭にもなっている。

1Fの半屋外空間でイベントを企画運営する。
長屋形式をとっており、

複数階に渡って住民との関りをもつ。

最上階の共有部はビル全体の桟敷席となり、
花火大会を見るために提供され、
建物全体のハレの日を演出する。

多様な窓をもつ住居。
建物の管理人が住んでおり、

いろいろなことを観察している。

料 理 家

演 奏 家

談 笑 家

芸 術 家

洗 濯 家

教 育 家 読 書 家

子 育 家

複数の形態の共有部をもつため、
教育ニーズに合った利用が可能。

講座教室が開かれ、小さな経済を生む。

他の住居に比べ複数の住居に接している。
隣人たちと様々なつながりをもつことができ、
子どもが多くの学びを得ることが出来る。

広場のような共有部は、
屋外テラスのようになっている。

集まることに適した空間的特徴をもつ。

アトリエ併設型住居。　
屋上部を共有部としており、
芸術活動をする場としている。

演 劇 家

分 別 家

大開口部がありプライベート性が低い住居。
見る見られるの関係性が生まれるため
日常生活の場が劇場化している。

へた地をゴミ捨て場として管理している。
ゴミを分別し、リサイクルすることで
収入を得て生活する職場併設型の住居。

この場所は多方面からの風通しがよく、
どの時間帯でも洗濯物がよく乾く。住民全体の

ランドリースペースとして機能する。

ステージ併設型の住居。
演奏家の人は誰かに聞いて貰いてもらいたくて
よくピアノを室内から引張だし演奏している。

本の為の共有部とした私設図書館。
エレベーターから近く、エントランスとしての
役割もはたしており、近隣住民も利用できる。

屋外キッチン併設型の住居。
料理を教える場として使ったり、

料理を振る舞う場として使っている。

私は本研究を通して、集合住宅における新たな共有部の在り方を示した。個人がより尊重される

ようになった今、個人と社会とのつながり方も変わりゆく時なのではないかと思う。そしてなにより

本建築は、従来の集合住宅の型から離れ、個人の在り方や住まい方を問い直す問題提起でも

ある。社会とのつながり方そのものの可能性が拡張することを示唆するような、共有部の在り方を

提案する。この建築を通して、誰もが今よりも楽で簡単に、自分らしく住まうことができるような社

会をつくっていきたい。

共有部にはそれぞれの〇〇家らしいものが溢れ出す

04.〇〇家としての住まい　　

個であった共有部はつながり全体を巡る

05.新たな共有部の在り方
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建築情報
■敷地面積 /380.684 ㎡
■建築面積 114.803 ㎡＜304.547 ㎡
■延べ床面積 650.2 ㎡＜761.368 ㎡
■容積率 200％
■建蔽率 80％
■近隣商業地域

各住居面積（専有面積/共有面積）

色の重なりで領域を認識する 西側は垂直方向の絡みが強い

福田　羽和

我は拡張する、故に我々は在る


